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笠神公園（肥田町）
2年前に整備された笠神公園。
遊具、健康遊具、遊歩道など整備され、全世代が楽し
める公園です。
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また、意見書を提出することについて全会一致で可決し、関係行政庁へ提出しました。（５ページ参照）
本会議での採決状況及び結果につきましては、下記のとおりです。（請願は委員長報告「採択」に対する
賛否を表しています。） ○：賛成　×：反対
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議第39号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第40号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第41号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第42号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第43号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第44号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第45号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第46号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第47号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第48号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第49号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第50号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第51号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第52号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第53号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２請願
第１号 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第54号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第55号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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土 岐 市 議 会 だ よ り

　　　　  第３回定例会報告令和２年
第３回定例会には、予算関係２件、条例関係８件、その他の案件21件の合計31件が市長から上程され、
請願が１件提出されました。今定例会に上程されました案件は、各常任委員会に付託され、６月19日、22日、
29日に審査し、本会議において、原案のとおり可決しました。

議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第39号 令和2年度土岐市一般会計補正予算（第3号） 補正額　188,913千円

議第40号
土岐市非常勤の特別職等の職員の報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する条
例について

農地法に定める農地利用状況調査を、土岐市農業委員会
委員及び農地利用最適化推進委員の業務とし、報酬を支
払うため、報酬額を改定するもの。

議第41号 土岐市積立基金条例の一部を改正する条例
について 土岐市庁舎建設基金を廃止するため。

議第42号 土岐市税条例の一部を改正する条例について

地方税法の一部改正に伴い、所要の改正をするもの。
・個人市民税について、所得割の納税義務者がひとり親
である場合には寡婦（寡夫）控除を適用する。
・個人市民税の非課税措置について、ひとり親を対象に
加える。
・たばこ税について、軽量な葉巻たばこの課税方式を２
回（令和２年10月、令和３年10月）に分けて見直す。

議第43号 土岐市税条例及び土岐市都市計画税条例の
一部を改正する条例について

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した
納税者等に対して、減免及び徴収猶予の特例を設ける等
するため、所要の改正を行うもの。

議第44号 土岐市国民健康保険条例の一部を改正する
条例について

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した
被保険者等に対して、国民健康保険料を減免するため。

議第45号 土岐市介護保険条例の一部を改正する条例
について

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した
被保険者等に対して、介護保険料を減免するため。

議第46号 土岐市駐車場の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例について 土岐市駅東自転車駐車場を廃止するため。

議第47号 土岐市消防団員等公務災害補償条例の一部
を改正する条例について

非常勤消防団員等の損害補償に係る補償基礎額の改定及
び法廷利率の改定に対応するため、所要の改正を行うもの。

議第48号
土岐市農業委員会の委員の任命にあたり、
認定農業者等が委員の過半数を占めること
を要しない場合の同意について

土岐市農業委員会の委員の任命にあたり、少なくとも委
員の４分の１を認定農業者等またはこれに準ずる者とす
るため、議会の同意を求めるもの。

議第49号 財産の取得について 職員用タブレット型パソコンを金36,382,500円で、富
士ゼロックス岐阜株式会社から取得しようとするもの。

議第50号 財産の取得について 土岐市自主運行バス車両を金21,296,000円で、岐阜日
野自動車株式会社から取得しようとするもの。

議第51号 財産の取得について 消防団用CD-1型消防ポンプ自動車を金20,350,000円
で、株式会社ウスイ消防から取得しようとするもの。

議第52号 財産の取得について 10トン水槽車を金65,670,000円で、日本機械工業株式
会社から取得しようとするもの。

議第53号 土岐市功労章の授与について 令和２年４月29日に、旭日中綬章を受章された矢島成剛
氏に土岐市功労章を授与するもの。

２請願
第１号

新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調
整助成金特例措置の期間延長に関する意見
書提出に関する請願書

請願者　岐阜県陶磁器工業協同組合連合会

議第54号 財産の取得について 土岐市小中学校情報機器端末を金99,000,000円で中部事
務機株式会社　多治見営業所から取得しようとするもの。

議第55号 令和2年度土岐市一般会計補正予算（第4号） 補正額　186,195千円



2020年8月15日

4

日 月 火 水 木 金 土
8/23 8/24 8/25 8/26 8/27 8/28 8/29

本会議　初日
（議案提案説明）

8/30 8/31 9/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

本会議　2日目
（質疑・委員会付託
・一般質問）

本会議　3日目
（一般質問）

本会議　4日目
（一般質問）

文教厚生
委員会

文教厚生
委員会

13 14 15 16 17 18 19

総務産業建水
委員会

総務産業建水
委員会

20 21 22 23 24 25 26

27 28
本会議　最終日
（委員長報告・質疑・討論・採決）

9月定例会（予定） ※午前９時 開会予定（変更の場合あり)
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議第56号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第57号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第58号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第59号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第60号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第61号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第62号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第63号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第64号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第65号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第66号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第67号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第68号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議第69号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出
第２号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　×：反対

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

5

土 岐 市 議 会 だ よ り

議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第56号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 石原茂さんの任命同意
議第57号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 安藤喜久夫さんの任命同意
議第58号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 林汐夫さんの任命同意
議第59号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 山田義成さんの任命同意
議第60号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 佐分利武夫さんの任命同意
議第61号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 長江克典さんの任命同意
議第62号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 田中恵子さんの任命同意
議第63号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 土岐直哉さんの任命同意
議第64号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 梅村德幸さんの任命同意
議第65号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 酒井勇さんの任命同意
議第66号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 渡邉和男さんの任命同意
議第67号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 三輪やよいさんの任命同意
議第68号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 田中成典さんの任命同意
議第69号 土岐市農業委員会委員の任命同意について 和田孝美さんの任命同意

議員提出
第２号

新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整
助成金特例措置の期間延長に関する意見書
の提出について

提出先
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚
生労働大臣

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

≪請願が採択され、意見書を提出しました。≫

新型コロナウイルス感染症に係る
雇用調整助成金特例措置の期間延長に関する意見書
新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金の特例措置は、令和２年９月30日まで緊急対応期間が延

長されたものの、陶磁器業界を始めとする地域産業においては感染症拡大防止に伴う経済活動自粛により受注
が激減しており、３月以降の稼働率が50％を下回る事業所が非常に多くなっている状況にある。
今後、この状況が早期に好転するとは考えづらく、むしろ受注状況はさらに悪化することが予想され、企業

存続の危機に至る大変厳しい状況にあると言わざるを得ない。
地域における雇用を維持し事業を継続していくためにも、新型コロナウイルス感染症特例措置の更なる期間

延長を下記のとおり強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

記

緊急対応期間　令和２年12月31日まで延長

生産指標要件　現在の生産指標要件を継続

助　成　率　現在の特例措置の助成率を継続
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委員会報告（総務産業建水委員会）

新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金特例措置の期間延長に関する意見書提出に関する
請願書について
　　　地元の声として、陶磁器業界の好不況の波は、他の業種と比べ、2、3か月遅れる傾向にあり、延長を
望む声が大きいため、この請願を採択としたい。
　　　雇用を是非とも維持し、この難局を乗り越えていただきたいため、この請願を採択したい。

意見

意見

財産の取得について（議第52号）
　　　予定価格はいくらであったか。
　　　消費税込みで6,600万円であった。
質疑
答弁

財産の取得について（議第49号）
　　　落札率は何パーセントであっ
たか。
　　　89.7パーセントである。

質疑

答弁

土岐市積立基金条例の一部を改正する条例について
　　　長期的な財源確保の観点から、少額でも基金に積み立て
ていくということは検討されなかったのか。
　　　庁舎が完成し、区切りを付けるという意味と、財源的に
余裕がないため、必要なところに財源を充てるため廃止する。将
来的にどうするかは、今後の検討課題である。

質疑

答弁

土岐市非常勤の特別職等の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
　　　農地利用状況調査を、どのように実施するのか。
　　　農業委員及び農地利用最適化推進委員が9月を調査基準として、農地の状況を調査する。
質疑
答弁

令和2年度土岐市一般会計補正予算（第3号）　所管部分
　　　避難所生活環境確保事業について、指定避難所へ配備する
備品の詳細は。
　　　段ボール式パーテーション48ユニット、組み立て式段ボー
ルベッド48台、
非接触型体温計
16台、アルコー
ル消毒液80本で
ある。

質疑

答弁

▲段ボール式パーテーション▲組み立て式段ボールベッド

購入する10トン水槽車と同型の車両▶
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委員会報告（文教厚生委員会）

土岐市介護保険条例の一部を改正する条例について
　　　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者の収入判定はどのようにするのか。
　　　被保険者に対する支援を速やかに実施するため見込みで判断する。
質疑
答弁

土岐市国民健康保険条例の一部を改正する条例について
　　　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者の収入判定はどのようにするのか。
　　　被保険者に対する支援を速やかに実施するため見込みで判断する。
　　　保険料を減免した部分について、国から補てんはあるのか。
　　　国から10分の10、財政支援される。

質疑
答弁
質疑
答弁

土岐市税条例の一部を改正する条例について
　　　たばこ税の葉巻たばこの課税を見直すこと
による影響は。
　　　年間数万円程度の税収増となる見通しであ
る。

質疑

答弁

土岐市税条例及び土岐市都市計画税条例の一部
を改正する条例について
　　　新型コロナウイルス感染症に伴うイベント
中止に係る寄付金税額控除の特例について、どの
ようなものが指定されるのか。
　　　文化庁、スポーツ庁から承認を受けた事業
である。

質疑

答弁

令和2年度土岐市一般会計補正予算（第3号）　所管部分
　　　児童福祉費の新型コロナウイルス感染症対策事業のうち、空気清浄器は何台購入する予定なのか。
　　　保育園6園に43台、こども園2園に15台を購入する予定である。
　　　高齢運転者交通安全対策事業費補助金について、来年の3月までという短期間の補助事業であるが、ど
のように周知するのか。
　　　広報とき、ホームページに掲載するとともに、
東濃西部3市の安全装置取付販売店、老人クラブ、
はなの木大学への事業の案内を積極的に行う。
　　　GIGAスクール構想における情報機器活用方
針作成業務の詳細は。
　　　タブレット端末を使った授業を積極的に進め
られるよう、教職員に配布する手引き書を作成する。
　　　小中学校端末購入事業について、いつ頃まで
に、全小中学生分の端末が配備されるのか。
　　　端末の納入時期は不確定であるが、年度内に
配備することを目標としている。

　　　所管外であるが、この補正予算には、病院事業一部事務組合設立準備会負担金が計上され、一病院化へ
の不安がある一方で、新型コロナウイルス対策関連事業等、必要な予算が計上されているため、この予算に賛
成する。

質疑
答弁
質疑

答弁

質疑

答弁

質疑

答弁

討論
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◆
避
難
所
の
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
を
踏

ま
え
た
本
市
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
概
要
と
特
徴
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
県
の
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

し
て
︑
避
難
所
で
の
対
応
を
定
め
︑
各
種

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
添
付
し
て
い
る
︒ 

　
避
難
所
が
密
閉
・
密
集
・
密
接
の
い
わ

ゆ
る
「
三
密
」
に
な
る
こ
と
を
回
避
す
る

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

　
前
後
左
右
２
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
で
避
難

ス
ペ
ー
ス
の
区
割
り
を
行
い
︑
一
定
時
間

ご
と
に
換
気
を
す
る
等
の
対
策
を
講
じ
る
︒

●
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
避
難
所
に

来
ら
れ
る
よ
う
︑
感
染
防
止
対
策
の
強
化

と
周
知
の
推
進
を
お
願
い
し
た
い
︒

　
地
域
防
災
計
画
に
あ
る
「
感
染
症
患
者

の
隔
離
」
は
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
保
健
所
の
指
導
・
指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら
︑

指
定
医
療
機
関
の
受
診
に
つ
な
げ
る
な
ど
︑

ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
対
応
す
る
︒

◆
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
に
つ
い
て

　
国
の
今
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
た
当
該
臨
時
交
付
金
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
、
市
長
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に

重
き
を
置
い
た
の
か
。

　
地
域
経
済
︑
特
に
地
元
企
業
の
支
援
と

い
う
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
︒

　
当
該
交
付
金
を
活
用
し
た
本
市
の
取
組

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
教
え
て
ほ
し
い
。 

　
地
域
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業

に
約
５
億
３
千
万
円
︑
飲
食
店
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
支
援
事
業
に
約
１
千
５
百
万
円
等
︑

計
16
事
業
で
︑
総
事
業
費
は
約
７
億
円
︒

交
付
対
象
経
費
は
約
４
億
２
千
万
円
︒

●
当
該
交
付
金
は
︑
第
二
次
補
正
予
算
で

２
兆
円
が
増
額
さ
れ
た
︒
コ
ロ
ナ
禍
で
苦

し
む
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
︑

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
︑
真
に
効
果
の
あ
る

事
業
に
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
︒

◆
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
た
、
総

合
病
院
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

　
管
理
運
営
状
況
の
評
価
方
法
に
つ
い
て

教
え
て
ほ
し
い
。

　
公
平
か
つ
適
正
な
評
価
を
行
う
た
め
の

評
価
委
員
会
を
設
置
し
た
︒
評
価
内
容
は
︑

基
本
的
医
療
の
他
︑
政
策
的
医
療
︑
地
域

医
療
連
携
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
評
価
を

想
定
し
て
い
る
︒
詳
細
に
つ
い
て
は
７
月

に
開
催
予
定
の
当
該
委
員
会
で
審
議
す
る
︒

●
総
合
病
院
が
担
う
べ
き
役
割
を
果
た
し

て
い
る
か
否
か
を
実
質
的
に
評
価
で
き
る

有
用
な
評
価
項
目
や
︑
管
理
運
営
状
況
の

良
し
悪
し
を
的
確
に
判
断
で
き
る
よ
う
な

評
価
指
標
を
採
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
対
応

に
つ
い
て

　
今
年
度
予
算
中
、
市
関
連
の
行
事
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
中
止
に
よ
る
不
執
行
の
財
源

に
つ
い
て
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
︑
今
年
度
の
実
施
計
画
事
業
１
２

１
事
業
の
う
ち
︑
不
執
行
ま
た
は
事
業
内

容
の
見
直
し
を
行
う
事
業
は
15
事
業
と
な

っ
て
お
り
︑
ま
た
今
後
の
状
況
次
第
で
は

検
討
の
事
業
も
あ
る
︒
事
業
費
の
減
少
額

等
に
つ
い
て
は
︑
今
現
在
︑
精
査
中
で
国

の
補
正
予
算
に
よ
り
ま
す
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
等
︑
新
た
な
補
助
制
度
も
あ
り
︑

事
業
の
執
行
の
可
否
︑
見
直
し
に
よ
る
事

業
費
が
固
ま
っ
た
段
階
で
︑
予
算
計
上
事

業
の
財
源
の
組
換
え
︑
ま
た
新
た
な
対
策

事
業
の
予
算
計
上
等
も
含
め
て
︑
整
理
し

て
い
く
︒

　
家
庭
ご
み
の
排
出
量
に
つ
い
て
、
昨
年

度
同
時
期
に
比
べ
現
状
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
４
月
及
び

５
月
の
排
出
状
況
は
︑４
月
が
１
０
４
４・

６
ト
ン
︑
前
年
同
月
と
比
べ
約
60
ト
ン
の

増
加
︑
率
に
し
て
６
・
１
％
の
増
︒
５
月

が
１
２
１
９
・
８
ト
ン
︑
前
年
同
月
に
比

べ
１
３
４
ト
ン
の
増
加
︑
率
に
し
て
12
・

４
％
の
増
で
４
月
５
月
︑
２
か
月
間
を
合

わ
せ
２
２
６
４
・
４
ト
ン
︑
前
年
比
１
９

４
ト
ン
の
増
︑
率
に
し
て
９
・
４
％
の
増

で
あ
り
ま
し
た
︒

　
本
市
独
自
の
市
民
に
対
し
て
の
支
援
策

に
つ
い
て
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
︑
給
付
︑
融
資
︑
貸
付
︑
あ
る
い
は
各

種
支
援
制
度
の
手
続
き
に
必
要
と
な
る
各

種
公
的
証
明
書
の
交
付
手
数
料
の
減
免
を

は
じ
め
︑
陶
磁
器
業
界
へ
の
支
援
策
と
し

て
セ
ラ
テ
ク
ノ
の
手
数
料
の
減
免
な
ど
の

実
施
︒
ま
た
今
定
例
会
で
も
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
国
民
健
康
保
険
料
︑
介

護
保
険
料
の
減
免
や
徴
収
猶
予
︑
上
下
水

道
料
金
や
市
営
住
宅
家
賃
徴
収
猶
予
な
ど

支
援
施
策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
︑
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
︑
真
に

お
困
り
の
方
へ
の
救
済
措
置
と
い
う
よ
う

な
考
え
方
で
あ
る
︒
ま
た
︑
な
ん
じ
ゃ
も

ん
じ
ゃ
振
興
券
に
よ
り
︑
地
域
経
済
︑
市

民
生
活
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
︒

　
（
仮
称
）
感
染
症
対
策
基
金
の
創
設
に

つ
い
て
。

　
感
染
症
対
策
を
目
的
と
し
た
基
金
の
創

設
に
つ
い
て
は
︑
本
市
の
財
政
状
況
は
決

し
て
余
裕
が
あ
る
状
況
で
は
な
く
︑
既
に

あ
る
財
政
調
整
基
金
に
よ
り
柔
軟
に
対
応

を
し
て
い
き
た
い
︒

西尾　隆久

後藤　正樹
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
小
・
中
学
校
再
開
の
な
か
で
、
学
び

の
保
障
と
感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て

　
一
斉
登
校
後
で
も
適
切
な
距
離
を
保
つ

た
め
、
さ
ら
に
休
校
で
学
習
の
遅
れ
の
個

人
の
差
が
出
て
き
て
い
る
な
か
で
、
き
め

細
か
い
指
導
を
行
う
た
め
に
も
、
少
人
数

学
級
の
実
施
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
︵
教
育
長
︶
一
番
理
想
の
形
は
少
な
い

人
数
で
き
め
細
か
い
指
導
を
す
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
︑
現
実
的
に
教
員
数
の
関
係

で
︑
ク
ラ
ス
を
分
け
て
や
る
授
業
は
時
間

割
上
︑
組
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
︒
そ
の

な
か
で
︑
特
に
最
終
学
年
は
個
人
的
に
補

習
や
補
完
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
︒
総
合
的
に
少
人
数
指
導
を
工

夫
し
な
が
ら
︑
学
習
が
遅
れ
た
子
た
ち
を
︑

個
々
で
対
応
す
る
体
制
づ
く
り
が
︑
こ
れ

か
ら
の
課
題
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
︒

●
補
習
も
少
人
数
学
級
で
も
や
は
り
教
員

の
数
が
必
要
で
す
︒
国
の
予
算
︑
市
独
自

の
予
算
の
な
か
で
︑
子
ど
も
達
の
学
び
を

保
障
す
る
上
で
︑
教
職
員
の
追
加
︑
加
配

検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒

◆
市
民
生
活
と
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
自
粛
生
活
で
家
の
な
か
で
生
活
す
る
時

間
も
長
く
、
水
道
代
金
を
気
に
せ
ず
感
染

症
対
策
を
し
て
も
ら
う
、
学
校
給
食
費
も

近
隣
市
が
期
間
的
に
無
料
を
行
い
ま
す
。

文
科
省
も
準
要
保
護
家
庭
に
休
校
中
の
昼

食
費
支
援
を
認
め
て
い
ま
す
。
水
道
料
金

と
学
校
給
食
費
の
支
援
の
考
え
は
。

　
減
免
は
一
律
で
は
な
く
︑
真
に
お
困
り

の
方
へ
の
救
済
措
置
と
考
え
て
い
ま
す
︒

水
道
料
金
の
減
免
を
実
施
す
る
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
︒
給
食
費
は
準
要
保
護
に
対
す

る
支
援
を
検
討
し
て
い
ま
す
︒

◆
土
岐
市
立
総
合
病
院
の
現
状
と
今
後

　
４
月
の
指
定
管
理
か
ら
病
院
の
利
用
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
。

　
入
院
患
者
数
は
３
月
か
ら
４
月
で
25
・

７
％
減
︒
延
べ
外
来
患
者
数
は
22
・
９
％

減
︒
総
合
病
院
の
患
者
の
受
入
れ
体
制
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
に
伴
う
受
診
抑
制
︑

処
方
薬
の
長
期
投
与
や
緊
急
性
の
伴
わ
な

い
手
術
の
延
期
が
影
響
し
て
い
る
と
推
察

し
て
い
ま
す
︒

　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
地
域
医
療
構
想
、
一

病
院
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

　
︵
市
長
︶
地
域
医
療
構
想
に
基
づ
い
て

適
正
な
医
療
の
提
供
体
制
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
観
点
で
検
討
し
て
き
た
も
の
で
す
︒

医
療
資
源
を
集
約
す
る
こ
と
で
高
度
な
医

療
を
確
保
す
る
願
い
の
な
か
で
進
め
て
い

る
も
の
で
︑
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
て
も
︑
今

の
段
階
で
一
病
院
化
の
考
え
方
が
大
き
く

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
︒

◆
ウ
ィ
ズ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
備
え
て

　
市
長
の
緊
急
時
情
報
発
信
に
つ
い
て
。

　
今
後
︑
第
２
波
︑
第
３
波
︑
あ
る
い
は

い
ろ
ん
な
災
害
の
際
に
も
で
き
れ
ば
直
接

呼
び
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　
市
施
設
の
防
疫
体
制
に
つ
い
て
。

　
市
役
所
庁
舎
の
入
り
口
に
消
毒
液
の
設

置
︑
定
期
的
な
換
気
︑
待
合
室
の
椅
子
の

間
引
き
︑
カ
ウ
ン
タ
ー
︑
テ
ー
ブ
ル
︑
椅

子
の
定
期
的
な
消
毒
︑
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー

に
透
明
の
遮
断
シ
ー
ト
︑
ア
ク
リ
ル
板
等

を
設
置
し
対
応
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
セ

ラ
ト
ピ
ア
土
岐
や
文
化
プ
ラ
ザ
な
ど
の
貸

館
業
務
で
は
︑
利
用
者
把
握
の
た
め
に
名

簿
の
提
出
︑
マ
ス
ク
の
着
用
︑
健
康
チ
ェ

ッ
ク
等
の
お
願
い
な
ど
︑
感
染
防
止
対
策

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　
消
防
職
員
の
感
染
防
止
に
つ
い
て
。

　
救
急
職
員
の
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
は
︑
全

て
の
救
急
出
動
に
お
い
て
︑
救
急
隊
員
は

ゴ
ー
グ
ル
︑
Ｎ
95
マ
ス
ク
︑
手
袋
︑
感
染

防
止
衣
等
を
着
用
し
て
出
動
し
︑
署
に
戻

っ
た
後
は
︑
搬
送
車
に
使
用
し
た
機
材
や

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
等
は
消
毒
し
て
次
の
出

動
に
備
え
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
︒

　
コ
ロ
ナ
禍
の
ゴ
ミ
出
し
の
注
意
点
に
つ

い
て
。

　
使
用
済
み
の
マ
ス
ク
は
レ
ジ
袋
等
に
入

れ
ご
み
袋
へ
︒
収
集
に
あ
た
る
職
員
に
と

っ
て
︑
ご
み
袋
が
散
乱
し
中
身
が
出
て
し

ま
う
こ
と
が
非
常
に
感
染
の
危
険
が
増
し

ま
す
の
で
︑
カ
ラ
ス
等
の
飛
散
さ
せ
な
い

た
め
に
も
︑
当
日
の
み
の
朝
８
時
半
ま
で

に
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
で
す
︒

　
市
民
バ
ス
等
の
感
染
防
止
策
に
つ
い
て
。

　

運
転
手
の
マ
ス
ク
着
用
の
義
務
付
け
︑

社
内
の
定
期
的
な
消
毒
と
換
気
の
実
施
︑

全
車
両
の
徹
底
消
毒
を
週
一
回
実
施
︑
運

転
席
に
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
を
設
置
︒
乗

客
様
に
は
マ
ス
ク
着
用
や
車
内
で
の
会
話

の
自
粛
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
︒

　
総
合
病
院
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て
。

　
市
立
総
合
病
院
で
は
風
邪
症
状
が
な
い

高
齢
者
や
基
本
疾
患
を
有
す
る
方
に
対
す

る
継
続
的
な
医
療
︑
投
薬
等
に
つ
い
て
は

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
︑
電
話
に
よ
る
診

療
等
に
よ
り
処
方
箋
を
発
行
す
る
な
ど
︑

院
内
感
染
防
止
の
非
常
時
措
置
と
し
て
︑

慢
性
疾
患
等
の
定
期
受
診
患
者
等
に
は
︑

主
治
医
の
判
断
に
よ
り
処
方
箋
の
発
行
に

つ
い
て
実
施
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
︒

　
夏
休
み
短
縮
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

　
小
・
中
学
校
で
は
︑
授
業
数
の
確
保
の

た
め
夏
休
み
を
９
日
間
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
︑
23
日
間
短
縮
す
る
こ
と
で
︑
三
密
を

回
避
し
学
校
行
事
等
も
精
選
し
︑
今
年
度

中
に
休
校
し
た
分
の
授
業
等
の
内
容
を
取

り
戻
す
よ
う
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
︒

小栗　恒雄

小関　篤司
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◆
土
岐
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
土
岐
川
10
メ
ー
ト
ル
以
上
浸
水
も
、
と

の
掲
載
で
、
新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
を
さ
れ
る
の
か
。
市
の
考
え
は
。
平

成
元
年
災
を
は
る
か
に
超
え
る
洪
水
に
よ

り
甚
大
な
災
害
が
生
じ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
た
め
、
土
岐
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
が
急
務
と
思
い
ま
す
が
。

　

素
案
作
成
後
に
各
自
治
体
に
ご
協
力
を

頂
い
て
︑
本
年
度
末
ま
で
に
は
作
成
を
完
了

し
て
配
布
を
す
る
予
定
︒

　
新
た
な
避
難
場
所
及
び
避
難
経
路
の
設

置
に
つ
い
て
。

　
現
在
土
岐
市
の
避
難
所
は
広
域
避
難
所

が
25
か
所
︑一時
避
難
所
や
地
域
の
集
会
所

を
合
わ
せ
る
と
２
０
０
以
上
︑
浸
水
区
域

で
あ
る
泉
・
土
岐
津
・
肥
田
の
３
町
内
に
あ

る
１
３
２
か
所
の
避
難
所
の
う
ち
︑
浸
水
に

よ
り
使
用
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
避
難
所
は

47
か
所
︑
避
難
所
の
み
な
ら
ず
自
宅
で
の

垂
直
避
難
︑
友
人
︑
知
人
︑
親
戚
宅
へ
の

避
難
も
選
択
肢
で
あ
る
︒

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て

　
保
育
や
授
業
中
の
換
気
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
対
処
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。
換

気
は
１
時
間
に
10
分
の
換
気
よ
り
も
、
１

時
間
に
２
回
の
換
気
の
ほ
う
が
効
果
は
高

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
空
気
の
通

り
道
を
つ
く
る
開
け
方
と
し
て
、
１
か
所

だ
け
で
な
く
２
か
所
の
窓
を
開
け
る
こ

と
、
窓
を
対
角
線
上
に
開
け
る
と
、
さ
ら

に
効
果
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

校
舎
の
構
造
や
教
室
の
広
さ
等
々
異
な

る
が
︑
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
一
緒

で
︑
常
時
対
角
線
上
に
２
つ
以
上
窓
を
あ

け
る
こ
と
が
共
通
理
解
で
す
︒
ま
た
︑
扇

風
機
を
併
用
し
て
強
制
換
気
を
行
う
︒

　
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
６

月
15
日
の
新
聞
報
道
は
全
国
平
均
36
％
と

な
っ
て
い
る
が
、
土
岐
市
の
支
給
状
況
は
。

　
２
万
４
０
７
２
世
帯
︑
97
・
４
％
で
︑
人

員
は
５
万
６
８
１
０
人
︑
98
・
４
％
︒

　
支
給
の
迅
速
さ
、
そ
し
て
地
域
活
性
化

経
済
対
策
の
た
め
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ

振
興
券
」
の
発
給
等
で
、
市
長
の
評
判
は

う
な
ぎ
の
ぼ
り
で
あ
り
、
多
く
の
市
民
か

ら
の
感
謝
の
手
紙
を
い
た
だ
き
、
市
長
は

ど
う
感
じ
て
み
え
る
の
か
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
手
紙
を
い
た

だ
き
私
自
身
に
と
っ
て
も
非
常
に
励
み
に
な

って
お
り
ま
す
︒
今
後
も
気
を
引
き
締
め
迅

速
︑
適
切
な
対
応
に
心
が
け
て
い
き
た
い
︒

ま
た
独
自
の
処
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し

た
︒

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
要
支
援
者
の
救

済
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
失
職
や
減
給
に

な
っ
た
方
か
ら
の
相
談
内
容
・
件
数
は
。

　
主
に
生
活
資
金
の
相
談
で
あ
り
︑
緊
急

小
口
資
金
︑
生
活
支
援
資
金
の
貸
付
け
制

度
で
支
援
を
す
る
と
い
う
も
の
︒
相
談
件

数
は
２
４
５
件
︒
住
居
確
保
の
相
談
が
46

件
︒
自
立
支
援
相
談
は
49
件
︒

　
支
援
が
で
き
な
い
事
例
に
つ
い
て
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

と
い
う
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
︑
そ

う
で
な
い
場
合
は
対
象
外
に
な
る
︒
ま
た

預
貯
金
が
一
定
の
額
を
こ
え
て
い
る
場
合

は
対
象
に
な
ら
な
い
︒

◆
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
で
首
都
圏
か
ら
約
４
割
の
人

が
地
方
へ
移
住
し
た
い
と
の
希
望
者
が
あ

り
、
企
業
も
東
京
か
ら
退
去
す
る
と
い
う

情
報
が
あ
る
。
地
方
に
と
っ
て
移
住
者
獲

得
の
好
機
で
あ
る
が
本
市
へ
の
移
住
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
。

　
企
業
の
変
化
を
注
視
し
つ
つ
︑
東
京
・

名
古
屋
・
大
阪
の
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
の
情

報
セ
ン
タ
ー
や
Ｈ
Ｐ
で
の
Ｐ
Ｒ
と
併
せ
て

移
住
促
進
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
︒

　
市
長
の
お
考
え
は
。

　
︵
市
長
︶
土
岐
市
の
魅
力
を
高
め
て
移

住
を
呼
び
込
む
こ
と
が
大
事
と
思
っ
て
い

る
︒

　
移
住
希
望
者
向
け
に
対
面
で
相
談
が
で

き
る
ウ
ェ
ブ
相
談
の
検
討
に
つ
い
て
。

　
顔
を
見
な
が
ら
の
相
談
も
必
要
か
と
思

う
︒
導
入
に
つ
い
て
は
検
討
課
題
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
︒

◆
移
住
定
住
促
進
奨
励
金
事
業
に
つ
い
て

　
事
業
導
入
後
、
土
岐
市
に
住
宅
を
取
得

さ
れ
た
世
帯
数
に
つ
い
て
。

　

制
度
導
入
の
平
成
24
年
か
ら
８
年
間
︑

７
５
６
世
帯
２
︐３
４
２
人
が
移
住
さ
れ
た
︒

　
平
成
30
年
度
は
移
住
者
が
多
く
、
目
標

を
上
回
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事

業
評
価
が
Ｂ
判
定
に
な
っ
て
い
る
が
。

　
定
住
促
進
奨
励
金
の
交
付
申
請
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
た
︒
奨
励
金
が
本

市
の
住
宅
を
取
得
す
る
要
因
と
な
っ
た
か

の
項
目
で
は
﹁
要
因
と
な
っ
て
い
な
い
﹂

が
58
・
６
％
で
︑
奨
励
金
が
移
住
先
を
選

定
す
る
材
料
に
な
っ
て
い
な
い
︒
土
地
の

価
格
が
安
い
︑
通
勤
通
学
が
し
や
す
い
と

い
っ
た
理
由
が
上
位
を
し
め
て
い
る
︒
あ

ら
た
め
て
奨
励
金
交
付
を
受
け
ら
れ
た
世

帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
︑
移
住
・
定

住
事
業
の
見
直
し
に
使
っ
て
い
き
た
い
︒

●
土
岐
市
は
地
震
の
揺
れ
が
小
さ
い
地
域
︒

気
象
庁
の
デ
ー
タ
も
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る

と
よ
い
の
で
は
な
い
か
︒

和田　悦子

小関　祥子後藤　久男
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土 岐 市 議 会 だ よ り

◆
災
害
時
の
受
援
計
画
に
つ
い
て

　
災
害
時
の
他
自
治
体
か
ら
の
応
援
職
員

の
受
け
入
れ
は
。

　
東
海
環
状
自
動
車
道
の
沿
線
都
市
の
県

内
６
市
︑
県
外
２
市
︑
姉
妹
都
市
の
焼
津

市
な
ど
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
︒

　
食
糧
や
生
活
用
品
の
支
援
物
資
は
。

　
市
内
の
ス
ー
パ
ー
︑
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
︑

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
食
料
品
及
び
生
活

物
資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
を
９
つ
の
事

業
所
と
締
結
し
て
い
る
︒

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
は
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
設
置
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
効
率
的
に
運
営
で
き

る
よ
う
︑
現
在
︑
社
協
と
協
議
中
︒

　
受
援
計
画
策
定
の
お
考
え
は
。

　
大
規
模
災
害
に
備
え
て
︑
国
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
参
考
に
︑
県
の
受
援
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
検
討
す
る
︒

◆
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
導
入
に
つ
い
て

　
災
害
時
に
下
水
道
に
直
結
す
る
マ
ン
ホ

ー
ル
を
活
用
し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の

導
入
の
お
考
え
は
。

　
下
水
道
の
破
断
︑
液
状
化
な
ど
︑
費
用

対
効
果
の
検
証
︑
設
置
場
所
な
ど
検
討
し

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

　
学
校
再
開
に
つ
い
て
、
現
在
の
子
ど
も

た
ち
の
様
子
は
。

　
友
達
や
先
生
に
会
え
て
う
れ
し
い
︑
楽

し
い
と
い
う
声
が
多
い
︒
感
染
予
防
に
つ

い
て
も
意
識
を
高
く
持
ち
取
り
組
ん
で
い

る
︒
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら

い
中
で
も
︑
真
剣
に
授
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
が
あ
る
︒
挨
拶
の
声
が
以
前
よ
り

小
さ
く
感
じ
た
り
︑
感
染
を
恐
れ
る
様
子

が
少
な
い
け
ど
見
ら
れ
る
︒

　
子
ど
も
達
の
不
安
や
悩
み
に
寄
り
添
う

心
の
ケ
ア
の
支
援
体
制
、
自
殺
予
防
は
。

　
臨
時
休
校
中
に
市
内
の
小
・
中
学
校
の

全
児
童
︑
生
徒
を
対
象
に
心
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
︒
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︑

教
育
相
談
員
と
連
携
を
図
り
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
実
施
︒現
時
点
で
小
学
校
で
18
件
︑

中
学
校
で
17
件
の
相
談
を
行
っ
た
︒

　
自
殺
防
止
に
つ
い
て
は
︑
悩
み
相
談
窓

口
を
紹
介
し
た
プ
リ
ン
ト
を
全
児
童
︑
生

徒
に
配
付
︒
小
学
校
高
学
年
︑
中
学
生
に

は
学
級
担
任
を
通
し
て
自
殺
予
防
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
行
う
よ
う
に
校
長
会
を
通
じ
て

指
示
し
て
い
る
︒

た
い
︒

●
政
府
が
定
め
る
防
災
基
本
計
画
で
の
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
位
置
付
け
に
は
︑
地

方
公
共
団
体
が
地
域
防
災
計
画
に
位
置
付

け
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
︒

　
早
急
に
設
置
で
き
る
よ
う
要
望
し
ま
す
︒

◆
聴
覚
・
言
語
機
能
障
が
い
者
の
方
等
の

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
ネ
ッ
ト
１
１
９
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

は
、
音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困
難

な
聴
覚
・
言
語
機
能
障
が
い
者
が
円
滑
に

消
防
へ
の
通
報
を
行
え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

土
岐
市
で
の
導
入
に
つ
い
て
お
考
え
は
。

　
現
在
︑
電
話
で
の
音
声
通
話
が
困
難
な

方
か
ら
の
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る
１
１
９
番
通

報
を
受
信
で
き
る
体
制
を
取
っ
て
い
る
︒

ネ
ッ
ト
１
１
９
は
フ
ァ
ク
ス
と
比
べ
る
と

チ
ャ
ッ
ト
機
能
で
写
真
デ
ー
タ
の
送
信
が

で
き
通
報
者
と
の
や
り
と
り
が
迅
速
に
行

え
︑
外
出
先
で
も
通
報
が
可
能
で
す
︒

　
今
年
秋
ご
ろ
の
運
用
を
目
標
に
︑
現
在

導
入
の
準
備
を
進
め
て
い
る
︒

◆
家
庭
教
育
支
援
に
つ
い
て

　
土
岐
市
の
家
庭
教
育
支
援
の
現
状
は
。

　
あ
す
な
ろ
家
庭
通
信
の
発
行
︑
土
岐
市

家
庭
教
育
︑
子
育
て
・
親
育
ち
特
集
の
活

用
︑
乳
幼
児
学
級
て
く
て
く
︑
子
育
て
講

座
︑
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校
の
家
庭
教
育

学
級
の
担
当
者
に
研
修
や
実
践
交
流
提

供
︒

　
訪
問
型
の
家
庭
教
育
支
援
の
導
入
は
。

　
今
年
か
ら
教
育
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

配
置
し
︑
家
庭
児
童
相
談
員
と
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
︑
家
庭
訪
問
の
支
援
活
動
を

し
て
い
る
︒
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
に
つ

い
て
は
︑
研
究
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い

く
︒

　
今
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
る
ス
ク
ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー
制
度
の
詳
細
は
。

　
市
内
に
法
律
事
務
所
を
構
え
て
み
え
る

３
名
の
弁
護
士
が
担
う
︒
全
小
・
中
学
校

で
い
じ
め
に
関
す
る
出
張
授
業
を
行
い
︑

人
権
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
や
い
じ
め
の

法
律
上
の
扱
い
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
し

教
員
研
修
も
行
う
︒

髙井由美子

水石　玲子

子育て・親育ち特集の冊子

『地域の教
え』が子ど

もを育てる

　昔から受け
継がれている

地域の習わし
の中で、子ど

もたちは礼儀
を教わり、

尊いものを敬
う心を育みま

した。辛抱や
挑戦を積み重

ねてたくまし
くなりまし

た。人のあた
たかさやみん

なで力をあわ
せて行うこと

の楽しさを知
りました。

　日本のあち
らこちらで、

今もなお人々
の心のよりど

ころとなって
いる『地

域の教え』。そ
の教えを家庭

の中で生かし
てみてくださ

い。

ならぬこと
はならぬも

のです！

 会津藩の
「什の掟」

　〈福島県〉

　6歳から 9
歳までの藩士

の子ども

たちは、十人
前後で集まっ

て、遊ん

だり勉強した
りしていまし

た。この

集まりを会津
藩では「什

じゅう
」と呼び、

そのうちの年
長者が什長（

リーダー）

となり、みん
なをまとめま

す。

　みんなで、
学び、遊ぶこ

とで仲間

意識が芽生え
ます。そして

、年長者

への尊敬の念
、年下の子ど

もに対す

る気配りが身
に付くのです

。

　什には掟
おきて
があり、掟を

破ると罰則

もありました
。この罰則も

大人たち

に言われてつ
くったもので

はなく、

子どもたちが
自分たちで話

し合って

つくります。
学校以外の場

で、子ど

もたち同士が
かかわること

、そこに

子どもたちの
自治が生まれ

ます。

【ナマハゲ
】は神様？

男鹿のナマ
ハゲ　〈秋

田県〉

　男
お が

鹿のナマハゲ
は、正月に行

われます。大
晦日の晩に、

ナマハゲと称
する神様が人

里を訪れ、家
々を巡り歩き

、新年を祝福
します。

　ナマハゲは
、各地区の青

年たちが大き
な面を被り、

藁
わらみの

蓑を身にまと
い、手には包

丁

や桶をもち、「
泣く子はいね

がー、親の言
うこど聞がね

子はいねがー
」「ここの家

の嫁

は早起きする
がー」などと

、大声で叫び
ながら家々を

巡ります。ナ
マ

ハゲは、訪れ
た家々で、料

理やお酒など
で丁重にもて

なされ、去っ
て

いきます。

　ナマハゲは
神様。こわい

神様です。子
どもの成長に

は「こわい存
在」

も必要だとい
うことを物語

っています。

 

＊「ナマハゲ
」は、2018 年

11 月に、ユネ
スコ無形文化

遺産に登録さ
れました。

郷中教育が
西郷隆盛や

大久保利通
らを育てた

！

薩摩藩の郷
中教育　〈

鹿児島県〉

　郷
ごじゅう

中教育とは、
郷という地域

ごとに、6

歳から 25 歳
ぐらいまでの

武家の青少年
た

ちを「二
に せ

才」と「稚
ち ご

児」に分けて
、年上の

者が年下の者
に学問や武芸

を指導する薩
摩

藩独自の青少
年教育です。

　そんな教育
が息づいてい

る鹿児島県で
は、

三つの教えを
大切にしてい

ます。「負ける
な、

嘘をつくな、
弱い者いじめ

をするな」

　年下を指導
するために、

年上はさらに
学

ぶ、この郷中
教育の精神が

、薩摩の風土
と

薩摩人の生き
方をつくって

います。

　ここで育ま
れる自覚や思

いやり、憧れ
や

尊敬の念、そし
て心の通い合

い―これらは
、

親子関係、兄
弟姉

妹関係のあり
方に

も通じるもの
です。

『地域の教
え』が子ど

もを育てるちょっと
参考に

ちょっと
参考に

ちょっと
参考に

　ふるき
をたずね

て
　ふるき

をたずね
て

　ふるき
をたずね

て ひといき

アドバイス
ほっと

家　庭　教　育
子育て・親育ち特集

土岐市教育委員会　生涯学習課平成31年４月　発行
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令和２年７月豪雨では、線状降水帯による記録的大雨が九州地方を襲い、岐阜県下に於いても高山市、
下呂市など河川の氾濫により家屋の倒壊などの被害がでました。本市に於いても人的被害はなかったもの
の、地滑りや倒木などが発生し、改めて災害の恐ろしさを目の当たりにしました。これからが台風シーズ
ン本番となってまいります。テレビ、ラジオや行政から発出される災害情報に耳を傾けて頂き、「いざ」
という時には早め早めの避難行動をされますことを強く訴え、我々議会人も市職員と連携を取りながら市
民の安全に取り組んでまいります。

・・・備えあれば憂いなし・・・
 （文責：北谷峰二）

編集後記

議会だより編集委員会  ――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　委員長：小栗恒雄　　副委員長：北谷峰二
　委員：加藤淳一　後藤久男　鈴木正義　各務和彦　水石玲子　安藤学

議 場 の 紹 介

よ
り
多
目
的
に
…

開
か
れ
た
議
場
へ
…

議場コンサート
（新庁舎オープニングイベントにて）

入庁式・退任式も議場で行いました。

土岐市議会の議場は、市民の皆さんの「多目的に使える議場に
したい」という意見のもと、新庁舎建設を機に新たに生まれ変わ
りました。今回はそんな議場の紹介をしたいと思います。

木材を多く使った、温かみのある議場です。 車いす用傍聴席もあります。


